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は じ め に

全世帯（世帯数は ）の所得額を昇順に
配列した統計系列（所得分布）を，第⚑階級
（平均所得が最小の世帯グループ）から第

階級（平均所得が最大の世帯グループ）まで，
個の階級に分割する。第 階級()
に 落 ち る 階 級 別 世 帯 数 を と お く






。その世帯数()が全世帯数()

に占める相対度数（階級別世帯割合（世帯
シェア（share of households）とも言う。））

は

 である（本稿では，簡単のためにこ

れを正数とする 
 ）。所得分布が

個の等分位階級に分割されているときに
は，すべての階級について世帯割合()が同

一となり()，
 に等しい。すなわち，
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 ⑴

である。
他方で，第 階級に落ちる世帯所得の総額

を とおく




。全世帯の所得総額
()に占める第 階級の所得割合（階級別所
得割合（所得シェア（share of income）とも

言う。））は


 である
(1)。本稿では簡単の

ためにこれを正数とする。
以上に述べた⚒種類の割合（世帯割合()
と所得割合()）は，以下のようにまとめる
ことができる。







ただし，所得分布が等分位階級に分

割されている場合は，








⑵

世帯割合と所得割合のそれぞれかんする第
 階級までの累積相対度数( ， )は，それ
ぞれの相対度数(，)を昇順に足し上げた
値である。すなわち，








 

  











 ⑶






 

  











 ⑷

である。
以上をまとめたのが，表⚑である。
(，)の組をグラフ上に打点すれば，ロー
レンツ曲線を描くことができる（図⚑）。
本稿では，ジニ係数()を，集中面積

と直角⚒等辺三角形 の面積 
 の

比の値と定義する（図⚑参照)(2)。すなわち，






⑸

⑸式の は，⚒種類の累積相対度数( ， )
によって計測される。この⚒種類の累積相対
度数は，それぞれ世帯割合()と所得割合
()という⚒つの相対度数の和である。この
ことに着目すれば，ジニ係数()を⚒種類の
相対度数(，)に分解する式を誘導するこ
とができる。
そして，世帯割合()と所得割合()によ
るジニ係数()の分解式を，基準時点()と
比較時点()のジニ係数(  ，  )に応用すれ
ば，ジニ係数の⚒時点間変化(    )
を得る。これは，⚒種類の階級別相対度数の
⚒時点間変化(，)に分解することがで
きる。
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(⚑) 第 階級に落ちる世帯の所得の合計を ，全
世帯の総所得を とする。全世帯にかんする平
均所得をとおき，第 階級の平均所得を と
おけば，次のようになる。










①

①式より，および であるから，










  ②

である。したがって，




 ③

(⚒) 木村和範⽝ジニ係数の形成⽞北海道大学出版
会，2008 年，238 頁以下。



関彌三郎は，⽛ジニ係数の差の寄与度分
解⼧(3)において，ジニ係数の⚒時点間変化
()を世帯割合と所得割合の⚒時点間変化
(，)に分解し，ジニ係数の数学的性質
を考察している。この論点にかんしては，他
日を期す。
本稿は，それに先立って，所得の順に

個に階級区分された所得分布のジニ係数()
を世帯割合()と所得割合()に分解し，
の新たな定義式を誘導し（一般形の導出），
その数学的性質を明らかにする。次に，この
新たな定義式から，その誘導形として，
個の等分位階級に分割された統計系列にかん
するジニ係数の分解式（による  の再定
義）を導出して（特殊形の導出），その数学
的性質を明らかにする。以上を通じて，所得
の順に階級分割した所得分布について，分解

式による階級特性の検出可能性を考察する。
なお，本稿では，仮設した基礎データ(4)に
様々な数式を応用した。その結果（図表）を
末尾に一括して掲載した。

⚑．ジニ係数

⑴ 階級別寄与度
すでに述べたように，ジニ係数()は，






⑸［再掲］

と定義される。
図⚑が示すように，集中面積()は階級ご
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表⚑ 階級別の相対度数と累積相対度数

階級 世帯数
()

所 得（階
級内世帯
所得合計）
()

階級ごとの
平均所得
( )





相対度数 累積相対度数

世帯()




所得()




世帯
( )

所得
( )

⚑    





()





()

⚒    








      

     
 


 



      

    







合計   ⚑ ⚑

（注）所得の総平均()：

 ；




  
  



 , したがって




(⚓) 関彌三郎⽝寄与度・寄与率─増加率の寄与度
分解法─⽞（産業統計研究社，1992 年，第⚘章）。

(⚔) 基準時点の基礎データを付表 A ⑴，付表 A
⑵で示し，比較時点については付表 B⑴，付表
B⑵で示す。



とに分割される図形の面積()の総和である
から，

 (6)

である。⑸式に⑹式を代入すれば，






(7)









 ⑺

と分解できる。⑺ 式は，階級別の の総
和が，全世帯のジニ係数()に等しいことを
示す。この意味で，は たいする第 階
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図⚑ 集中面積()の分解：






（注）
⚑．と はそれぞれ世帯と所得の累積相対度数である。よって。
⚒．点    は所得均等直線（45 度線）上にあるので，横座標と縦座標の値は同じである。
⚓．原点 の座標（，）は（，）である。



級の寄与度(  )である。これを次のように
表す。

  ⑻

これを⑺式に代入すると，






 ⑼

である。
他方で，ジニ係数()の階級別寄与率
(  )は，にたいする階級別寄与度(  )の
割合である。すなわち，




 ⑽

階級別寄与率の数学的性質により，その総
和は⚑である。すなわち，



























図⚑より，



      

であるから，寄与度（第 階級）の一般式は，
以下のようになる。

        ⑾

ただし，所得分布が 個の等分位階級に
分割された場合は，すべての所得割合()が
同一である()。

すでに述べたように，

   ⑶［再掲］

であるから，



 ⑴［再掲］

である。よって⑾式は次のようになる。

    



      ⑾

所得分布にかんする図形（図⚑）と整合的
な階級別寄与度の数式は，⑾式および⑾式
である。しかし，⑾式を，次のように変形し
ても，階級別寄与度の値は変わらない。

        ⑿

ただし，所得分布が 個の等分位階級に
分割された場合は，



      ⑿

⑵ 様々な計算式
上述したように，ジニ係数の定義式（⑸
式）から⒀式が誘導され，それから⒁式が誘
導される。さらに⒁式から⒆式が誘導され，
その式からは⒇式が誘導される。この誘導過
程については後述することにして，ここでは
計算式の関係を図示する（図⚒）。
どの計算式を用いても，同一の所得分布の
ジニ係数の値は同じであるが，⒀式には図⚑
に整合するという特徴がある。⒇式は計算手
順が簡単であることから，手計算のための簡
便式として使用されることもあるが，後に触
れるように，この式ではジニ係数にたいする
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階級別寄与度を計算することができない（脚
注⚖参照）。ジニ係数を⚒種類の相対度数
（世帯割合()と所得割合()）に分解する
式は，⒆式から誘導される。図中の式はいず
れも旧聞に属すことではあるが，後の考察の
準備として，以下で各式を誘導する。
① 計算式（その 1）
⑾式によると，ジニ係数()は次のように
なる。













       ⒀

ただし，所得分布が 個の等分位階級に
分割されている場合は，⑾式により









     ⒀

である。
ジニ係数の計算表は，計算式ごとに作成で
きる。ここでは，図⚑に対応する⒀式と⒀

式にかんする計算表を掲げる（表 2 (a)
(b))(5)。

② 計算式（その⚒）
⒀式を変形すれば，は次のようになる。






       ⒁

ただし，所得分布が個の等分位階級に分
割されている場合は，⑿式により









     ⒁

である。
③ 計算式（その⚓）
⒁式から⒂式が得られる。






       ⒁［再掲］






   




     ⒂

さらに⒂式を変形する。そのために，⒂式
右辺の第⚑項を  とおき，各項を図⚑と対
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図⚒ 様々なジニ係数の計算式
⑴ 図中の式番号は本文に対応している。
⑵ ⑸式と⒀式は図⚑との対応が明瞭である。











     






   






   






     

⑸

⒀ ⒁

⒆

⒇

(⚕) 基準時点への応用結果は付表 1(a)と付表 2(a)，
比較時点については付表 1(b)と付表 2(b)であ
る。
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表⚒(a) ジニ係数の計算表（その⚑：一般形)

階級
累積相対度数 寄与度 寄与率

世帯 所得 



                      




⑴ ⑵ ⑶ ⑷ ⑸ ⑹ ⑺ ⑻ ⑼

⑴－⑵ ⑴－⑶ ⑵－⑷ ⑸(⑹⑺) ⑻/

⚑ ⚐       




         

                        




         

        




⑻ ⑼

（注）⒀式による。

表⚒(b) ジニ係数の計算表（その⚒：等分位区分)

階級
（第 ・
分位)

累積相対度数 寄与度 寄与率

世帯 所得 



                 

    





⑴ ⑵ ⑶ ⑷ ⑸ ⑹ ⑺ ⑻ ⑼

⑴－⑶ ⑵－⑷ ⑸⑹
⑺ ⑻/

⚑ ⚐      







         

                   

    





         

       







⑻ ⑼

（注）⒀式による。



応させれば，次のようになる。






     ⒃


直角三角形 の面積の⚒倍



    
台形 の面積の⚒倍




台形 の面積の⚒倍

⒃

⒃式の辺々を⚒で割れば，







直角三角形 の面積





    

台形 の面積







台形 の面積

⒄

⒄式の右辺（⚑個の直角三角形の面積と
()個の台形の面積の総計）は，直角三
角形 の面積に等しい（図⚑）。この
直角三角形では，直角を挟む⚒辺の長さがい

ずれも⚑であるから，その面積は
 である。

したがって，⒃式は







となり，






     ⒅

を得る。この⒅式を⒂式に代入すれば，ジニ
係数にかんするなじみの次式が誘導される。






     ⒆

ただし，所得分布が 個の等分位階級に
分割されている場合は，









   ⒆

④ 計算式（その⚔）
⒆式を変形すれば，にかんするより簡便
な計算式を誘導することができる。






     ⒆［再掲］






       






   






 




 






   










   










     ⒇(6)
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(⚖) 第 階級の寄与度は
        ⑾［再掲］

である。この総和はジニ係数である。⒅式の誘
導過程が示すようにその和記号の中にある

     ④
の総和もまたジニ係数をあたえる。
以下では，④式が階級別寄与度をあたえるか

どうかを検討する。そのためには，⑾式と④式
との大小を比較すればよい。

     
⑾式



⚒．分解式

⑴ 一般形
前項で誘導した






     ⒆［再掲］

から，ジニ係数を⚒種類の相対度数（世帯割
合()と所得割合()）で表す分解式を誘導
する。このために，次式を用いる。

   ⑶［再掲］
   ⑷［再掲］

⑶式と⑷式を⒆式に代入すると，と
のいずれに着目するかによって，⚒とおりの
分解式が誘導される。
① に着目する分解式(7)






     ⒆［再掲］






 ⚦
























 ⚧

第  階級の世帯割合()のウェイトをζ
（ゼータ）で表し，






 ⚨

とおけば，⚧式は






 ⚩

となる。
② に着目する分解式(8)

⒆式は以下のようにも変形できる。






     ⒆［再掲］






 ⚦［再掲］
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(⚘) 基準時点については付表 3(a_2)，比較時点に
ついては付表 3(b_2)。

   
④式

       
   




       

   


 

 

     
こ こ に，   で あ り，   か つ

  である（図⚑参照）。よって，


    のとき，

     

    のとき，
     

となる。このことは，④式が，第 階級の寄与
度をあたえる⑾式と同じ値をあたえるとは限ら
ないことを意味する。④式は一般的に第 階級
の寄与度の計算式としての機能を果たすことは
ない。

(⚗) 基準時点については付表 3(a_1)，比較時点に
ついては付表 3(b_1)。























 ⚪

第  階級の所得割合()のウェイトをη
（エータ）で表し，






 ⚫

とおけば，⚪式は






 ⚬

となる。
③ ⚒つの分解式の関係






 ⚩［再掲］






 ⚬［再掲］

を比較すれば，











 ⚭

が成立する。
他方で，第  階級にかんする と
については，

 ⚮

である(9)。ここで，⚮式を









⚯

と変形する。⚮式と⚯式は同値であるから，










⚰

となる（複号同順）。
⚰式は，①と が相等しいことと
②⼦所得割合()にたいする世帯割合()の
比の値(/)⽜が⽛所得割合のウェイト()
にたいする世帯割合のウェイト()の比の値
（/）の逆数⽜に等しいこととは同値であ
ることを合意する。換言すれば，⚮式におけ
る等号の成立条件は，









⚱

である。

⑵ 特殊形
所得分布が 個の等分位階級に分割され
ているという特殊な場合では， 個の階級
の世帯割合()は，すべて同一であり，



 ⑴［再掲］

である。⑴式を⚪式に代入すれば，分解式の
特殊形を導出することができる(10)。
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(⚙) 基準時点については付表 4(a)，比較時点につ
いては付表 4(b)。

(10) ⚧式に⑴式を代入しても，同様の結果が得ら
れる。













 ⚪［再掲］





































  ⚲(11)

所得割合()のウェイトをν（ニュー）で
表せば，第 階級のウェイトは




 ⚳

となり，ジニ係数の分解式は次のように表さ
れる。






 ⚴

なお，⚲式にもとづけば，たとえば，所得
分布が五分位階級に分割される場合（

のとき）は，次のようになる。














  ⚲

また，十分位階級の場合（のとき）
は，次のようになる。





























  ⚲

⚓．ウェイトと干与度

⑴ ウェイト
単一時点におけるジニ係数の分解式には，
次の⚓種類がある。











 ⚧［再掲］






 ⚩［再掲］











 ⚪［再掲］






 ⚬［再掲］







  ⚲［再掲］






 ⚴［再掲］

以下では，分解式における世帯割合()の
ウェイト()が階級の順に小さくなり（⚧
式），それとは逆に，所得割合()のウェイ
ト(，)は階級の順に大きくなること（⚪
式と⚲式）を述べる。

①




 ⚩［再掲］

所得割合()は正であるから，






 ⚵

であり，すべての階級について のウェイ
ト()は正数である。各階級のウェイトは以
下のとおり，階級の順に大きくなり，第⚑階
級のウェイト()が最小値であり，第  階
級のウェイト()が最大値である。

第⚑階級()のウェイト：

第⚒階級()のウェイト：



第 階級()のウェイト：
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(11) ⚳式を用いてあらかじめ計算した のウェイ
ト（付表⚕）によって，基準時点については付
表 6(a)，比較時点については付表 6(b)を得る。





第階級()のウェイト：

最小となる第⚑階級のウェイト()は



であるが，



であるから，の範囲は次のようになる。



次に最大値となる第  階級のウェイト
()をもとめる。




ゼロを加算






ただし，



であるから，第 階級のウェイトの範囲は
次のようになる。



以上から，すべてが⚒未満の正数である
ウェイト()には，次式が成立する。

 ⚶
ただし，

②




 ⚬［再掲］

世帯割合()は正数であるから，






 ⚷

であり，すべての階級について のウェイ
ト()は正数である。各階級のウェイトは以
下のとおり階級の順に小さくなり，第⚑階級
のウェイト()が最大値であり，第  階級
のウェイト()が最小値である。

第⚑階級()のウェイト：


第 階級()のウェイト：


第()階級()のウェイト：
第階級()のウェイト：

最大となる第⚑階級のウェイト()は次の
ようになる。




ゼロを加算







ただし，



であるから，第⚑階級のウェイトの範囲は次
のようになる。



次に最小値となる第  階級のウェイト
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()をもとめる。



については，



であるから，第 階級のウェイトの範囲は
次のようになる。



以上から，すべてが⚒未満の正数である
ウェイト()には，次式が成立する。

 ⚸
ただし，

③




 ⚴［再掲］

⚴式にあっては，のウェイト




 ⚳［再掲］

は において，が に近づくにつれ
て（小さくなるにつれて），は大きくなり，
がに近づくにつれて（大きくなるにつれ
て），は小さくなる。は を超えないの
で，ウェイトはつねに正である。すなわち，

 ⚹

そして，のとき は最大値

 と

なり，のとき は最小値
 となる。

よって，ウェイト()には次式が成立する。

   ⚺
ただし，


，




⑵ 干与度
ジニ係数の分解式は以下のとおりである。








 ⚩［再掲］






 ⚬［再掲］






 ⚴［再掲］

叙述の煩を避ける目的で，これらの分解式
のウェイト(，，)を （オメガ）で表
し，その乗数（比率）(，)を （ロー）
で表す。このとき，分解式は






   ⚻

と表すことができる。元の分解式において，
ウェイトは正であり，その乗数たる世帯割合
と所得割合も正であるから， かつ
 ，よって，⚻式については第  階級の
  もまた正である。⚻式を見れば， 
は，それが大きいほど，ジニ係数を小さくし，
逆にそれが小さいほど，ジニ係数を大きくす
ることが分かる。⚻式は，寄与度分解式の形
式をもたないが(12)，階級別の   はジニ係
数の大きさの規定に与している。このことか
ら，本稿では，  を階級別干与度（より
厳密には第 階級の干与度）(degree of par-
ticipation)と言うことにする。
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(12) 寄与度（degree of contribution）は，統計量

()が




，あるいは




（はウェ

イト）に分解されるときの あるいは を指
す。このように，寄与度分解式は項の和（もし
くは積和）の形式をもつ。このことと⚻式を比
較すれば，⚻式が寄与度分解式の形式をもって
いないことが分かる。



⚔．⚒つの階級別干与度とその差

⑴ 予備的考察
ここに，隣り合う⚒つの階級（第 階級と
第()階級）がある。階級別干与度はウェ
イトと比率の積であるから，次のようになる。

第 階級： 
第()階級： 

次項以降ではこの⚒つの干与度の大小関係
を考察する。ここでは，干与度を構成する①
ウェイトと②比率を順に取り上げ，その準備
とする。
始めに，①ウェイトについて。本稿で誘導
したジニ係数の分解式においては， 個の
ウ ェ イ ト は い ず れ も が 正 で あ る が
( ， )，前項で述べたように，階
級の順にウェイトを並べたとき，その系列の
大小関係は分解式ごとに定まっている。階級
番号の順に大きくなるか(  )(13)，小さ
くなるか(  )(14)の⚒とおりがある。
すなわち，

 

であるから，

   ⚼

である。⚼式から

   ⚽

が誘導される。

次に②比率について。比率は，ウェイトの
乗数となって，ウエイトとともに干与度の値
を規定する。すべての比率は正であるが，階
級の順に並べた比率の系列には定まった大小
関係はない。すなわち，系列から隣り合う⚒
項を抽出したときの大小関係は多様である
(  )。よって，

    ⚾

である。⚾式から

    ⚿

が誘導される。
上記の要約をかねて，以下では の符
号を基準にして，それに  を関連づけた
図を掲げる（図⚓）。

⑵ 干与度の差
⚒つの階級の干与度の差( )は，

      ⛀

である。差の形式をもつ⛀式は取り扱いにく
いので，これを和の形式に書き換える。その
ために，⛀式に

   ⚽［再掲］
      ⚿［再掲］

を代入する。
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(13) ⚩式



ζ  が該当する。

(14) ⚬式



η  と⚴式





ν  が該当する。 図⚓ と  の組み合わせ



















    

    
       
   

  
    ⛁

以下では，⛁式右辺の各項を順に取り上げ
る。
始めに，⛁式右辺第⚑項(  )につい
て。ウェイトはつねに正であるから，
 であり，他方， である（⚾式
参照）。よって，

 

である（複号同順）。
次に，⛁式右辺第⚒項( )について。
比率はつねに正であるから， であり，
他方，である（⚼式参照）。よって，



である（複号同順）。

これまでは， を構成する各項の符号
を考察した。次に項を改めて， の符号
を取り上げ，⚒つの干与度の大小関係を考察
する。

⑶ ⚒つの干与度の大小関係（その⚑）
隣り合う⚒つの階級にかんする干与度の差
( )は

     ⛁［再掲］

である。このことは前項で述べた。以下では，
この  の符号（干与度の大小関係）を，
に着目して考察する。の符号のそ

れぞれについて， の値は⚓とおりあって，
 である（図⚓）。
始めに，のときを取り上げる。

 であるから，⛁式右辺第⚒項はつねに
正である( )。で， の
とき，⛁式右辺第⚑項は正かゼロである
(  )。よって，

     ⛂

である。下位階級の階級別干与度は，つねに
上位階級より小さい。
次に，のときを取り上げる。

であるから， にかんする⛁式右辺第⚒
項はつねに負である( )。で，
 のとき，⛁式右辺第⚑項は負かゼロ
である(  )。よって，

     ⛃

である。下位階級の階級別干与度は，つねに
上位階級より大きい。
上で見たように，のとき，

のもとで  となり，のとき，
 のもとで  となる。干与度の
大小関係は，ウェイトの大小関係と同じであ
る。このような大小関係の同一性は，ジニ係
数の分解式がもつ普遍的な特質であろうか。
以下では，①かつ のときと
②かつ のときを取り上げて，
干与度が階級の順序と同様の大小関係にある
のは限られることを述べる。
始めに，①かつ のときを取
り上げる。

    ⛁［再掲］

において，のとき，⛁式右辺第⚑項
は  である。第⚒項は 

である。⛁式右辺の⚒つの項において符号が
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互いに逆になっている（第⚑項は負，第⚒項
は 正）。  の と き に は，
 であるが，  のとき
には， である。以上から，の
もとでは，のときに

     ⛄

である。のもとでも， が成立
しない場合があり，干与度の大小関係はウェ
イトの大小関係と異なることがある。
次に，②かつ のときを取り
上げる。このとき，⛁式右辺の⚒つの項にお
いて符号が互いに逆になっている（第⚑項は
正，第⚒項は負）。  のとき
には， であるが， 
のときには， である。以上から，
のもとでは，のときに

    ⛅

である（⛄式と同じ）。 が成立しな
い場合があり，干与度の大小関係はウェイト
の大小関係と異なることがある。
以上，要するに，隣り合う⚒つの階級別干
与度(     )の大小関係( )を
ウェイトの差(  )および比率の
差(   )と関係づければ，次のよう
になる。

(   )   ⛆
(   )   ⛇
ただし，    

⛀［再掲］

⛆式が成立するとき，第 階級の干与度が
第()階級より小さいので，第 階級によ
るジニ係数の押し上げ効果は，第()階級
より大きい。他方で，⛇式が成立するとき，
第()階級の干与度が第 階級より小さい

ので，第()階級によるジニ係数の押し上
げ効果は，第 階級より大きい。
ところが，⚒つの階級の間には

(   ) (   )   ⛈

が成立することもあり，階級順位の高低と干
与度の大小が異なる場合がある(15)。階級別
干与度の大小関係は事前に定めることはでき
ない。このことは，ジニ係数の分解式がもつ
数学的性質の一つである。これにたいして，
ジニ係数の分解式におけるウェイトは，階級
の順に大小関係が定まっている。これは分解
式におけるウェイトの数学的性質の一つであ
る。

⑷ ⚒つの干与度の大小関係（その⚒）
前項では，

  ⛉

を明らかにした。ここでは⛉式において等号
が成立する条件を考察する。

    ⛀［再掲］

であるから，⛉式において等号が成立すると
き，

    ⛊

である。これを変形する。
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(15) 基準時点における階級別干与度のグラフは，
付図 1(a)，付図 2(a)，付図 3(a)，他方，比較
時点における階級別干与度については，付図 1
(b)，付図 2(b)，付図 3(b)。










 ⛋

⛋式は 
  と 

  が，互いに逆数の
関係にあることを示している。したがって，





のとき，


である。

( → )



のとき，




である。

( → )

このことは，ウェイトの大小関係が
となる分解式では， が成立
するならば，比率の大小関係は であ
ることを意味し，他方，となる分解
式では， が成立するならば，比率の
大小関係は であることを意味する。
いずれの場合においても，⽛逆は真ならず
（contrarium non）⽜であり，比率の大小関係
()は  の必要条件であって，
十分条件ではない。
ここで， が成立する条件を見出す
ために，⛋式を変形すると，次式を得る。










⛌

⛌式は



と同値である。したがって，次式が成立する。

 










⛍

よって，⚒つの階級のウェイトの比の値


  と比率の比の値 

  の逆数が等し
いとき，⚒つに階級の干与度は相等しい(16)。
な お，⛋ 式 に よ り， の と き，
となる分解式では，であり，
となる分解式では，である。

む す び

本稿における考察は，以下のように要約さ
れる。

⚑．単一時点におけるジニ係数()は以下の
とおりである。






⑸［再掲］






      ⒀［再掲］






     ⒆［再掲］

ただし，所得分布が 個の等分位階級に
分割されている場合は，









     ⒀［再掲］









   ⒆［再掲］

である。

⚒．ジニ係数にたいする第 階級の寄与度は
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(16)  を⛀式ではなく，前項に倣って，
  
とするとき， が成立する条件は，次の
ようになる。










以下のとおりである（⒀式による）。

        ⑾［再掲］

ただし，所得分布が 個の等分位階級に
分割されている場合は，



      ⑾［再掲］

である（⒀式による）。

⚓．ジニ係数は，次式のように世帯割合()
と所得割合()に分解される（⒆式による一
般形の導出）。











 ⚧［再掲］






 ⚩［再掲］











 ⚪［再掲］






 ⚬［再掲］

ただし，所得分布が 個の等分位階級に
分割されている場合の分解式は単一であり，







  ⚲［再掲］






 ⚴［再掲］

である（特殊形の導出）。

⚔．分解式において世帯割合()あるいは所
得割合()を乗数とするウェイト(，，)
の値は，階級の順に大きくなるか小さくなる
かのいずれかであり，ウェイトごとの大小関

係は以下のとおりである。

 ⚶［再掲］
 ⚸［再掲］
   ⚺［再掲］

これは，分解式におけるウェイトの数学的
性質である。

⚕．同一の所得分布にたいする 2つの分解式
（⚩式と⚬式）があたえる⚒つの階級別干与
度の総和は相等しい。すなわち











 ⚭［再掲］

⚖．同一の所得分布にたいする⚒つの分解式
（⚩式と⚬式）があたえる⚒つの階級別干与
度( )には，次式が成立する（複号
同順）。










⚯［再掲］

所得割合()にたいする世帯割合()の比
が，所得割合にかんするウェイト()にたい
する世帯割合にかんするウェイト()の比の
逆数に等しい階級に限って，⚒つの分解式に
よる階級別干与度は相等しい。

⚗．分解式は次のように一般化される。






   ⚻［再掲］

小さな値の   は大きい値に較べて，ジ
ニ係数の値を大きくする。  （階級別干
与度）の計測によって階級特性が析出される。

⚘．階級別干与度(  )のウェイト( )に
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は，階級の順にその大小関係が定まっている。
これとは対照的に，ウェイト( )と比率( )
の積としてあたえられる階級別干与度
(  )には，階級の順に従って必ず大きく

なる（小さくなる），という性質はない。干
与度のこの性質は，ジニ係数の分解式の数学
的性質でもある。

（2021 年⚑月⚙日提出)
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付表A⑴ 基礎データ（基準時点）（その⚑)

階級 世帯所得
⑴

世帯数
⑵

所得計
⑴×⑵

相対度数 累積相対度数

世帯割合() 所得割合() 世帯( ) 所得( )

第⚑階級 1 2 2 0.0800 0.0146 0.0800 0.0146

第⚒階級 2 3 6 0.1200 0.0438 0.2000 0.0584

第⚓階級 3 3 9 0.1200 0.0657 0.3200 0.1241

第⚔階級 4 2 8 0.0800 0.0584 0.4000 0.1825

第⚕階級 5 2 10 0.0800 0.0730 0.4800 0.2555

第⚖階級 6 3 18 0.1200 0.1314 0.6000 0.3869

第⚗階級 7 3 21 0.1200 0.1533 0.7200 0.5401

第⚘階級 8 2 16 0.0800 0.1168 0.8000 0.6569

第⚙階級 9 3 27 0.1200 0.1971 0.9200 0.8540

第 10 階級 10 2 20 0.0800 0.1460 1.0000 1.0000

合 計 25 137 1.0000 1.0000

（注）世帯所得の単位は 100 万円，世帯数の単位は⚑戸。

付表A⑵ 基礎データ（基準時点）（その⚒）（五分位区分)

階級 世帯所得 世帯数 所得計
相対度数 累積相対度数

世帯割合() 所得割合() 世帯( ) 所得( )

第⚑五分位 ～2 5 8 0.2000 0.0584 0.2000 0.0584

第⚒五分位 3～4 5 17 0.2000 0.1241 0.4000 0.1825

第⚓五分位 5～6 5 28 0.2000 0.2044 0.6000 0.3869

第⚔五分位 7～8 5 37 0.2000 0.2701 0.8000 0.6569

第⚕五分位 9～ 5 47 0.2000 0.3431 1.0000 1.0000

合 計 25 137 1.0000 1.0000

（出所）付表A⑴
（注）世帯所得の単位は 100 万円，世帯数の単位は⚑戸。

付表
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付表B⑴ 基礎データ（比較時点）（その⚑)

階級 世帯所得
⑴

世帯数
⑵

所得計
⑴×⑵

相対度数 累積相対度数

世帯割合() 所得割合() 世帯( ) 所得( )

第⚑階級 1 6 6 0.2000 0.0395 0.2000 0.0395

第⚒階級 2 4 8 0.1333 0.0526 0.3333 0.0921

第⚓階級 3 2 6 0.0667 0.0395 0.4000 0.1316

第⚔階級 4 3 12 0.1000 0.0789 0.5000 0.2105

第⚕階級 5 2 10 0.0667 0.0658 0.5667 0.2763

第⚖階級 6 1 6 0.0333 0.0395 0.6000 0.3158

第⚗階級 7 2 14 0.0667 0.0921 0.6667 0.4079

第⚘階級 8 4 32 0.1333 0.2105 0.8000 0.6184

第⚙階級 9 2 18 0.0667 0.1184 0.8667 0.7368

第 10 階級 10 4 40 0.1333 0.2632 1.0000 1.0000

合 計 30 152 1.0000 1.0000

（注）世帯所得の単位は 100 万円，世帯数の単位は⚑戸。

付表B⑵ 基礎データ（比較時点）（その⚒）（五分位区分)

階級 世帯所得 世帯数 所得計
相対度数 累積相対度数

世帯割合() 所得割合() 世帯( ) 所得( )

第⚑五分位 ～1 6 6 0.2000 0.0395 0.2000 0.0395

第⚒五分位 2～3 6 14 0.2000 0.0921 0.4000 0.1316

第⚓五分位 4～6 6 28 0.2000 0.1842 0.6000 0.3158

第⚔五分位 7～8 6 46 0.2000 0.3026 0.8000 0.6184

第⚕五分位 9～ 6 58 0.2000 0.3816 1.0000 1.0000

合 計 30 152 1.0000 1.0000

（出所）付表B⑴
（注）世帯所得の単位は 100 万円，世帯数の単位は⚑戸。
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付表⚑(a) 基準時点におけるジニ係数

階級 世帯所得 世帯( ) 所得( )

寄与度
寄与率

       

⑴ ⑵ ⑶
⑷ ⑸

⑴×{⑵＋⑶} ⑷/

第⚑階級 1 0.0800 0.0146 0.0800 0.0654 0.0000 0.0052 0.0177

第⚒階級 2 0.2000 0.0584 0.1200 0.1416 0.0654 0.0248 0.0842

第⚓階級 3 0.3200 0.1241 0.1200 0.1959 0.1416 0.0405 0.1373

第⚔階級 4 0.4000 0.1825 0.0800 0.2175 0.1959 0.0331 0.1122

第⚕階級 5 0.4800 0.2555 0.0800 0.2245 0.2175 0.0354 0.1199

第⚖階級 6 0.6000 0.3869 0.1200 0.2131 0.2245 0.0525 0.1781

第⚗階級 7 0.7200 0.5401 0.1200 0.1799 0.2131 0.0472 0.1599

第⚘階級 8 0.8000 0.6569 0.0800 0.1431 0.1799 0.0258 0.0876

第⚙階級 9 0.9200 0.8540 0.1200 0.0660 0.1431 0.0251 0.0851

第 10 階級 10 1.0000 1.0000 0.0800 0.0000 0.0660 0.0053 0.0179

合計 0.2949 1.0000

（注）⒀式(




      )による。

付表⚑(b) 比較時点におけるジニ係数

階級 世帯所得 世帯( ) 所得( )

寄与度
寄与率

       

⑴ ⑵ ⑶
⑷ ⑸

⑴×{⑵＋⑶} ⑷/

第⚑階級 1 0.2000 0.0395 0.2000 0.1605 0.0000 0.0321 0.0877

第⚒階級 2 0.3333 0.0921 0.1333 0.2412 0.1605 0.0536 0.1463

第⚓階級 3 0.4000 0.1316 0.0667 0.2684 0.2412 0.0340 0.0928

第⚔階級 4 0.5000 0.2105 0.1000 0.2895 0.2684 0.0558 0.1523

第⚕階級 5 0.5667 0.2763 0.0667 0.2904 0.2895 0.0387 0.1055

第⚖階級 6 0.6000 0.3158 0.0333 0.2842 0.2904 0.0192 0.0523

第⚗階級 7 0.6667 0.4079 0.0667 0.2588 0.2842 0.0362 0.0988

第⚘階級 8 0.8000 0.6184 0.1333 0.1816 0.2588 0.0587 0.1603

第⚙階級 9 0.8667 0.7368 0.0667 0.1298 0.1816 0.0208 0.0567

第 10 階級 10 1.0000 1.0000 0.1333 0.0000 0.1298 0.0173 0.0473

合計 0.3662 1.0000

（注）⒀式(




      )による。
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付表⚒(a) 基準時点におけるジニ係数（五分位階級区分)

階級 世帯所得 世帯( ) 所得( )

寄与度
寄与率

      (  )(  )

⑴ ⑵ ⑶
⑷＊ ⑸

(1/)⑶ ⑷/

第⚑五分位 ～2 0.2000 0.0584 0.1416 0.0000 0.1416 0.0283 0.0990

第⚒五分位 3～4 0.4000 0.1825 0.2175 0.1416 0.3591 0.0718 0.2510

第⚓五分位 5～6 0.6000 0.3869 0.2131 0.2175 0.4307 0.0861 0.3010

第⚔五分位 7～8 0.8000 0.6569 0.1431 0.2131 0.3562 0.0712 0.2490

第⚕五分位 9～ 1.0000 1.0000 0.0000 0.1431 0.1431 0.0286 0.1000

合計 0.2861 1.0000

（注）⒀式(







    )による。

＊は階級の数

付表⚒(b) 基準時点におけるジニ係数（五分位階級区分)

階級 世帯所得 世帯( ) 所得( )

寄与度
寄与率

      (  )(  )

⑴ ⑵ ⑶
⑷＊ ⑸

(1/)×⑶ ⑷/

第⚑五分位 ～1 0.2000 0.0395 0.1605 0.0000 0.1605 0.0321 0.0897

第⚒五分位 2～3 0.4000 0.1316 0.2684 0.1605 0.4289 0.0858 0.2397

第⚓五分位 4～6 0.6000 0.3158 0.2842 0.2684 0.5526 0.1105 0.3088

第⚔五分位 7～8 0.8000 0.6184 0.1816 0.2842 0.4658 0.0932 0.2603

第⚕五分位 9～ 1.0000 1.0000 0.0000 0.1816 0.1816 0.0363 0.1015

合計 0.3579 1.0000

（注）⒀式(







    )による。

＊は階級の数
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付表⚓(a_1) 基準時点におけるジニ係数の分解（その⚑)

階級 世帯
所得

(上段)所得割合()
(下段)ウェイト()(強調体) 世帯

割合
()

階級別
干与度
()

ジニ係数
()第⚑階級 第⚒階級 第⚓階級 第⚔階級 第⚕階級 第⚖階級 第⚗階級 第⚘階級 第⚙階級 第 10 階級

0.0146 0.0438 0.0657 0.0584 0.0730 0.1314 0.1533 0.1168 0.1971 0.1460

第⚑階級 1 0.0146 0.0800 0.0012

第⚒階級 2 0.0730 0.1200 0.0088

第⚓階級 3 0.1825 0.1200 0.0219

第⚔階級 4 0.3066 0.0800 0.0245

第⚕階級 5 0.4380 0.0800 0.0350

第⚖階級 6 0.6423 0.1200 0.0771

第⚗階級 7 0.9270 0.1200 0.1112

第⚘階級 8 1.1971 0.0800 0.0958

第⚙階級 9 1.5109 0.1200 0.1813

第 10 階級 10 1.8540 0.0800 0.1483

合計 1.0000 0.7051 0.2949

（注）⚧式(









)による。

付表⚓(a_2) 基準時点におけるジニ係数の分解（その⚒)

階級 世帯
所得

(上段)世帯割合()
(下段)ウェイト()(強調体) 所得

割合
()

階級別
干与度
()

ジニ係数
()第⚑階級 第⚒階級 第⚓階級 第⚔階級 第⚕階級 第⚖階級 第⚗階級 第⚘階級 第⚙階級 第 10 階級

0.0800 0.1200 0.1200 0.0800 0.0800 0.1200 0.1200 0.0800 0.1200 0.0800

第⚑階級 1 1.9200 0.0146 0.0280

第⚒階級 2 1.7200 0.0438 0.0753

第⚓階級 3 1.4800 0.0657 0.0972

第⚔階級 4 1.2800 0.0584 0.0747

第⚕階級 5 1.1200 0.0730 0.0818

第⚖階級 6 0.9200 0.1314 0.1209

第⚗階級 7 0.6800 0.1533 0.1042

第⚘階級 8 0.4800 0.1168 0.0561

第⚙階級 9 0.2800 0.1971 0.0552

第 10 階級 10 0.0800 0.1460 0.0117

合計 1.0000 0.7051 0.2949

（注）⚪式(









)による。
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付表⚓(b_1) 比較時点におけるジニ係数の分解（その⚑)

階級 世帯

(上段)所得割合()
(下段)ウェイト()(強調体) 世帯

割合
()

階級別
干与度
()

ジニ係数
()第⚑階級 第⚒階級 第⚓階級 第⚔階級 第⚕階級 第⚖階級 第⚗階級 第⚘階級 第⚙階級 第 10 階級

0.0395 0.0526 0.0395 0.0789 0.0658 0.0395 0.0921 0.2105 0.1184 0.2632

第⚑階級 1 0.0395 0.2000 0.0079

第⚒階級 2 0.1316 0.1333 0.0175

第⚓階級 3 0.2237 0.0667 0.0149

第⚔階級 4 0.3421 0.1000 0.0342

第⚕階級 5 0.4868 0.0667 0.0325

第⚖階級 6 0.5921 0.0333 0.0197

第⚗階級 7 0.7237 0.0667 0.0482

第⚘階級 8 1.0263 0.1333 0.1368

第⚙階級 9 1.3553 0.0667 0.0904

第 10 階級 10 1.7368 0.1333 0.2316

合計 1.0000 0.6338 0.3662

（注）⚧式(









)による。

付表⚓(b_2) 比較時点におけるジニ係数の分解（その 2)

階級 世帯
所得

(上段)所得割合()
(下段)ウェイト()(強調体) 所得

割合
()

階級別
干与度
()

ジニ係数
()第⚑階級 第⚒階級 第⚓階級 第⚔階級 第⚕階級 第⚖階級 第⚗階級 第⚘階級 第⚙階級 第 10 階級

0.2000 0.1333 0.0667 0.1000 0.0667 0.0333 0.0667 0.1333 0.0667 0.1333

第⚑階級 1 1.8000 0.0395 0.0711

第⚒階級 2 1.4667 0.0526 0.0772

第⚓階級 3 1.2667 0.0395 0.0500

第⚔階級 4 1.1000 0.0789 0.0868

第⚕階級 5 0.9333 0.0658 0.0614

第⚖階級 6 0.8333 0.0395 0.0329

第⚗階級 7 0.7333 0.0921 0.0675

第⚘階級 8 0.5333 0.2105 0.1123

第⚙階級 9 0.3333 0.1184 0.0395

第 10 階級 10 0.1333 0.2632 0.0351

合計 1.0000 0.6338 0.3662

（注）⚪式(









)による。
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付表⚔(a) 基準時点における⚒種類の階級別干与度

第⚑階級 第⚒階級 第⚓階級 第⚔階級 第⚕階級 第⚖階級 第⚗階級 第⚘階級 第⚙階級 第 10 階級 合計

⑴ 0.0012 0.0088 0.0219 0.0245 0.0350 0.0771 0.1112 0.0958 0.1813 0.1483 0.7051

⑵ 0.0280 0.0753 0.0972 0.0747 0.0818 0.1209 0.1042 0.0561 0.0552 0.0117 0.7051

（出所）
⑴ 付表⚓(a_1)
⑵ 付表⚓(a_2)

付表⚔(b) 比較時点における⚒種類の階級別干与度

第⚑階級 第⚒階級 第⚓階級 第⚔階級 第⚕階級 第⚖階級 第⚗階級 第⚘階級 第⚙階級 第 10 階級 合計

⑴ 0.0079 0.0175 0.0149 0.0342 0.0325 0.0197 0.0482 0.1368 0.0904 0.2316 0.6338

⑵ 0.0711 0.0772 0.0500 0.0868 0.0614 0.0329 0.0675 0.1123 0.0395 0.0351 0.6338

（出所）
⑴ 付表⚓(b_1)
⑵ 付表⚓(b_2)

付表⚕ 階級別ウェイト（五分位階級区分)

第⚑五分位 第⚒五分位 第⚓五分位 第⚔五分位 第⚕五分位

1.8000 1.4000 1.0000 0.6000 0.2000

（注）⚳式(


 )による。
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付表⚖(a) 基準時点におけるジニ係数の分解（五分位階級区分)

階級 世帯所得 ウェイト
()＊

所得割合
()

階級別干与度
()

ジニ係数
()

第⚑五分位 ～2 1.8000 0.0584 0.1051

第⚒五分位 3～4 1.4000 0.1241 0.1737

第⚓五分位 5～6 1.0000 0.2044 0.2044

第⚔五分位 7～8 0.6000 0.2701 0.1620

第⚕五分位 9～ 0.2000 0.3431 0.0686

合計 1.0000 0.7139 0.2861

（注）⚲式(





 )による。

＊付表⚕による。

付表⚖(b) 比較時点におけるジニ係数の分解（五分位階級区分)

階級 世帯所得 ウェイト
( )＊

所得割合
()

階級別干与度
()

ジニ係数
()

第⚑五分位 ～1 1.8000 0.0395 0.0711

第⚒五分位 2～3 1.4000 0.0921 0.1289

第⚓五分位 4～6 1.0000 0.1842 0.1842

第⚔五分位 7～8 0.6000 0.3026 0.1816

第⚕五分位 9～ 0.2000 0.3816 0.0763

合計 1.0000 0.6421 0.3579

（注）⚲式(





 )による。

＊付表⚕による。
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付図⚑(a) 基準時点におけるウェイトと階級別干与
度（その⚑)

（出所）付表⚓(a_1)

（注）⚧式(









)による。
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付図⚑(b) 比較時点におけるウェイトと階級別干与
度（その⚒)

（出所）付表⚓(b_1)

（注）⚧式(









)による。

付図⚒(a) 基準時点におけるウェイトと階級別干与
度（その⚑)

（出所）付表⚓(a_2)

（注）⚪式(









)による。

付図⚒(b) 比較時点におけるウェイトと階級別干与
度（その⚒)

（出所）付表⚓(b_2)

（注）⚪式(









)による。
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付図⚓(b) 比較時点におけるウェイトと階級別干与
度（五分位階級区分)

（出所）付表⚖(b)

（注）⚲式(





 )による。

付図⚓(a) 基準時点におけるウェイトと階級別干与
度（五分位階級区分)

（出所）付表⚖(a)

（注）⚲式(





 )による。
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付図（左目盛：階級別干与度；右目盛：ウェイト）


